
地域の青少年スポーツ環境のこれからと

「地域スポーツの最適化」に向けて

令和４年度スポーツリーダー研修会
主催：公益財団法人東京都スポーツ文化事業団（東京都広域スポーツセンター）

TEL
フリーダイヤル 0120-612-001 インターネット（24時間受付）

携帯・ＰＨＳから 03-6380-4243
電話受付 平日 10:00～17:00        スマイルスポーツ 検索

内容に関するお問い合わせ先お申込み先 【スマイルスポーツ事業センター】

東京都広域スポーツセンター

03-6380-4106
電話受付 平日 10:00～17:00

💻

●個人情報の取扱いについて 個人情報保護管理者 東京都スポーツ文化事業団 事務局長
1.個人情報の利用目的･･･①本事業へのご登録、ご案内等の連絡の実施②本事業に関する施設の利用等のサービス提供③本事業の実施運営
に付随する業務
2.個人情報の開示、訂正、削除等についてご質問・ご相談のある方は相談窓口（03-6380-4955）までお問い合わせください。
3.当事業団は、第1項の利用目的の達成に必要な範囲で、お預かりした個人情報を業務委託先に委託することがあります。
4.個人情報をご提供いただくことは任意ですが、ご提供いただけない場合は1.の目的が遂行できない場合があります。
5.本事業の様子は記録用にスタッフが撮影させていただくことがあります。撮影した写真は当事業団のホームページや今後の事業告知チラシ等
で使用する可能性があります。 写真の使用を許可されない方は、当日受付スタッフまでお申し出くだい。 上記に同意の上お申込みください。

運動部活動の地域移行に関する検討会議提言を受けて、地域におけるスポーツ活動の実施主体や指導
者、大会の在り方について検討が行われています。本研修会では、部活動地域移行を支える組織と人材
の育成等におけるJSPO（日本スポーツ協会）の取り組みや、実際に取り組む地区事例の具体についてお
話を伺い、部活動地域移行に向けての課題を深堀りします。※12月27日「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関
する総合的なガイドライン（スポーツ庁及び文化庁）」が策定されました。可能な範囲で、最新の情報を提供します。

森岡 裕策氏
（公財）日本スポーツ協会
専務理事

松尾 哲矢氏
立教大学
教授

コーディネーター 情報提供

西 政仁氏
生駒市スポーツ振興課
課長

事例紹介③（生駒市）

渋谷 正宏氏
杉並区立富士見丘中学校
校長

事例紹介①（杉並区）

馬場 章夫氏
日野市教育委員会
教育部学校課 統括指導主事

事例紹介②（日野市）

部活動地域移行第2弾！

日程

定員

対象

会場

令和５年１月２５日(水)
18:15～20:45

会場：30名 オンライン：50名

地域スポーツクラブ関係者、
行政関係者、スポーツ推進委員、
スポーツ団体、興味のある方

受講料 無料

日本青年館 会議室イエロー

東京メトロ銀座線 外苑前駅（2b出口神宮球場方面）徒歩5分
都営大江戸線 国立競技場駅（A2番出口）徒歩10分
中央線・総武線（各停）千駄ヶ谷駅・信濃町駅 徒歩12分
※各駅エレベーター有り

（ともに先着順）

講師 ※プロフィール等裏面にご紹介がございます。



上記につきましては、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の拡大防止のため、中止または変更
になる場合がございます。実施状況につきましては、大変お手数ですが、東京都広域スポーツセンタ
ーホームページより、最新情報をご確認いただきますようお願いいたします。

チッキーフェスティバル

２０２３年 月 日（日）

駒沢オリンピック公園総合運動場 屋内球技場
[アクセス] 東急田園都市線「駒沢大学」駅より徒歩15分世田谷区駒沢公園１−１ ※右案内図参照

申込不要
参加無料

日時

会場

10:00 ～15:00

スマートフォンをお持ちの方は
こちらからもアクセスできます

令和4年度
東京都広域スポーツセンター事業（最終）のご案内

講師の方々 プロフィール
松尾 哲矢 氏（コーディネーター）

立教大学コミュニティ福祉学部大学院コミュニティ福祉学研究科教授
博士(教育学)。専門分野はスポーツ社会学。日本のスポーツ政策、生涯スポーツシステム等を研究。(公財)日本スポー
ツ協会指導者育成委員会副委員長、総合企画委員会・国際交流委員会委員、(公財)日本レクリエーション協会理事、
日本スポーツ社会学会理事長等を務める。東京都スポーツ振興審議会第28期会長。

公益財団法人日本スポーツ協会専務理事

都立高校教員を経て、スポーツ・青少年局競技スポーツ
課専門官、和歌山県教委スポーツ課長、文科省スポー
ツ振興課長を歴任。長年、国のスポーツ行政に携わる見
地を活かし、今回は、日本スポーツ協会による「地域ス
ポーツの最適化」に向けた取組について紹介する。

森岡 裕策 氏（情報提供）

杉並区立富士見丘中学校校長
楽しく運動したいという生徒のニーズや、教員の働き方改革に
も応える部活動運営に変革するため、公式戦のない「ゆる部
活」の導入を積極的に進めている。企業や地域団体に指導を
委託することから始め、学校支援本部と連携した管理体制づ
くりに取り組み、部活動の地域クラブ化を目指している。

渋谷 正宏 氏（事例紹介①）

日野市 教育委員会学校課 統括指導主事
都内公立中学校教諭、日野市立小学校副校長を経て、令
和３年度から現職。同年から日野市が地域運動部活動推
進事業（スポーツ庁）を受託、担当として取り組む。地域の
特性を生かし、企業や大学等との連携による諸力を融合し
た持続可能な日野市型の地域運動部活動の構築を目指す。

馬場 章夫 氏（事例紹介②）

奈良県生駒市生涯学習部スポーツ振興課課長
生駒市は、総合型地域SCとスポーツ協会が部活動地域移行

に向けて連携しながら、青少年にふさわしいスポーツ環境の
実現を目指している。西氏は、地域スポーツ担当２２年目の実
績と経験を活かし、当事業の業務にあたる。また、運動部活
動の地域移行に関する検討会議委員（スポーツ庁）等も務め
る等幅広く貢献。

西 政仁 氏（事例紹介③）
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